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P および球の中心を含む断面を考える。 

座標平面上で球の中心をOとし、 )0()0,( ttP とする。 

P から引いた接線の接点を 
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三角形 PQRを x軸中心に回転してできる円錐は、底面の半径が sin である。 

高さは
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 であるから、体積は 
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また、K の体積は 
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Dの体積は、円錐の体積から K の体積を引いたものであり、これが球の体積の半分に等しいから 
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1cos0   より 32cos    

このとき、K の体積は 
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